
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
こ
こ
で
申
す
こ
と
を
お
許
し

く
だ
さ
い
。

第
八
三
五
五
部
隊
、
第
一
独
立
整
備
隊
、
慰
霊
之
碑
の
裏
面

に
は
次
の
文
が
刻
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

『
満
州
否
樹
ニ
テ
航
空
機
整
備
比
島
派
遣
隊
館
野
隊
長
以
下

一
二
五
名
編
成
昭
和
十
九
年
六
月
十
日
出
発
バ
シ
ー
海
峡
ル

ソ
ン
島
パ
ナ
イ
島
ニ
転
戦
勇
猛
果
敢
屍
乗
越
奮
戦
隊
長
外
九

十
余
名
ノ
尊
キ
御
霊
ノ
冥
福
ヲ
祈
り
建
立
ス生

存
者
有
志
』

日
支
事
変
当
初
の

陸
軍
航
空
隊
の
活
動
　 

島
根
県
　
陶
山
友
也
　 

父
は
隣
村
、
三
刀
尾
町
栗
田
の
生
ま
れ
で
、
大
阪
の
砲
兵
工

■
に
勤
務
中
、
私
は
大
阪
で
生
ま
れ
育
っ
た
。
五
歳
の
時
、
父

と
共
に
木
次
町
に
帰
省
し
、
小
学
校
を
卒
業
後
、
出
雲
市
の
旧

家
遠
藤
嘉
エ
門
邸
に
奉
公
に
出
さ
れ
、
し
つ
け
を
受
け
な
が
ら

学
業
を
終
え
ま
し
た
。

学
校
卒
業
後
、
出
雲
製
織
株
式
会
社
に
機
械
工
と
し
て
働
い

た
後
、
父
の
家
業
の
板
金
職
を
手
伝
っ
て
、
昭
和
十
（
一
九
三

五
）
年
徴
兵
検
査
を
受
け
甲
種
合
格
で
、
翌
十
一
年
一
月
、
現

役
兵
と
し
て
入
隊
し
ま
し
た
。

入
隊
の
時
、
兵
科
が
航
空
整
備
兵
と
称
す
る
当
時
と
し
て
は

驚
異
な
兵
科
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
が
板
金
職
だ
っ
た

の
が
買
わ
れ
た
兵
科
選
定
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
家
族
や
故

郷
に
別
離
を
告
げ
広
島
に
集
合
し
、
た
だ
ち
に
宇
品
港
を
出
港

し
玄
界
灘
を
三
百
人
ぐ
ら
い
の
初
年
兵
の
引
率
者
に
従
い
大
連

港
に
向
か
っ
て
出
航
し
ま
し
た
。
乗
艦
と
同
時
に
小
さ
な
洗
面

器
が
各
人
に
支
給
さ
れ
ま
し
た
。
航
海
途
上
船
酔
嘔
吐
の
た
め

で
し
た
が
、
幸
い
に
も
大
荒
れ
に
は
な
ら
ず
、
何
と
か
無
事
大

連
港
に
到
着
し
ま
し
た
。

大
連
港
に
て
連
隊
長
に
わ
ざ
わ
ざ
出
迎
え
て
い
た
だ
い
た
の

に
は
初
年
兵
一
同
感
激
し
ま
し
た
。
た
だ
ち
に
満
鉄
で
一
路
新

京
（
長
春
）
へ
と
向
か
い
ま
し
た
が
、
当
時
と
し
て
は
満
州
は

ま
る
で
夢
の
国
で
、
遠
い
昔
の
日
清
・
日
露
戦
争
の
古
戦
場
で



も
あ
り
、
近
く
は
満
州
事
変
の
戦
場
で
も
あ
っ
た
こ
の
広
野
を

感
無
量
で
北
上
を
続
け
、
新
京
に
到
着
し
ま
し
た
。

大
連
の
埠
頭
で
働
い
て
い
る
苦
力
が
、
着
い
て
い
る
衣
服
か

ら
ポ
ロ
ポ
ロ
と
シ
ラ
ミ
を
落
と
し
て
つ
ぶ
し
て
い
る
の
を
見
て

全
く
驚
き
ま
し
た
。
そ
し
て
改
め
て
異
郷
に
来
た
実
感
を
味
わ

い
ま
し
た
。

私
が
入
隊
し
た
の
は
新
京
航
空
第
十
五
連
隊
第
二
整
備
隊
で

し
た
。
す
ぐ
に
チ
チ
ハ
ル
教
育
隊
に
移
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
教
育
隊
は
百
人
ほ
ど
の
初
年
兵
で
し
た
。

教
育
内
容
は
徒
手
教
練
や
体
操
、
拳
銃
操
作
等
で
し
た
が
、

耐
寒
気
合
入
れ
の
た
め
か
よ
く
叩
き
殴
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
も

個
々
に
や
ら
れ
る
こ
と
な
く
集
団
ビ
ン
タ
が
多
か
っ
た
。
お
か

げ
で
寒
さ
を
感
じ
る
暇
が
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

教
育
は
一
ヵ
月
ほ
ど
で
終
了
し
、
新
京
の
原
隊
に
復
帰
し
ま

し
た
。

新
京
航
空
第
十
一
連
隊
は
九
四
式
偵
察
機
が
二
十
機
ほ
ど
の

規
模
で
し
た
。

九
四
式
偵
察
機
は
復
葉
機
、
最
高
時
速
一
六
〇
キ
ロ
、
二
人

乗
り
（
一
人
は
操
縦
手
、
一
人
爆
撃
、
機
銃
操
作
）

、
銃
弾
は

プ
ロ
ペ
ラ
の
回
転
の
間
■
を
縫
っ
て
発
射
さ
れ
る
。

当
時
空
軍
は
十
六
個
連
隊
、
操
縦
者
は
操
縦
学
校
卒
業
者
を

以
て
充
当
。
当
時
、
満
州
上
空
は
寒
気
が
ひ
ど
く
飛
行
者
は
電

熱
航
空
服
を
着
用
し
て
な
い
と
飛
行
出
来
な
か
っ
た
。
整
備
兵

は
飛
行
機
の
エ
ン
ジ
ン
の
調
整
が
仕
事
で
あ
っ
た
。
私
は
そ
の

ほ
か
機
体
の
弾
痕
等
の
板
金
修
理
を
受
け
持
っ
た
。
機
体
は

ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
製
で
弾
痕
等
は
溶
接
で
な
く
カ
ス
メ
工
法
で
修

復
し
ま
し
た
。
当
時
（
昭
和
十
一
年
）
の
空
軍
は
全
く
初
期
で

あ
っ
て
、
陸
軍
で
十
六
個
連
隊
で
し
た
が
、
近
い
将
来
、
現
在

の
六
十
六
倍
の
規
模
を
計
画
し
つ
つ
あ
る
と
の
事
で
し
た
。

当
時
の
飛
行
機
は
、
寒
い
時
は
自
動
車
の
よ
う
に
ク
ラ
ン
ク

を
回
し
始
動
を
行
な
っ
た
。
ク
ラ
ン
ク
回
し
は
手
動
で
、
自
動

車
を
機
首
に
密
着
さ
せ
て
始
動
回
転
を
行
う
方
法
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

積
載
爆
弾
は
五
〇
キ
ロ
で
両
翼
に
各
五
個
、
計
十
個
を
搭
載

し
、
信
管
は
瞬
発
信
管
と
二
動
信
管
を
装
着
し
た
爆
弾
を
使
用

し
ま
し
た
。

戦
隊
は
、
偵
察
・
爆
撃
・
戦
闘
と
三
戦
隊
に
区
分
さ
れ
て



各
々
の
目
的
に
応
じ
戦
闘
隊
が
出
動
し
て
戦
闘
に
参
加
し
ま
し

た
。中

隊
は
一
時
、
熱
河
省
に
も
駐
留
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
有
名
な
万
里
の
長
城
は
始
皇
帝
以
前
か
ら
築
城
が
始
め
ら

れ
、
蒙
古
族
の
南
下
侵
略
を
防
ぐ
と
共
に
、
当
時
か
ら
蒙
古
族

の
宗
教
改
革
に
よ
る
好
戦
的
風
習
の
変
化
を
期
待
し
、
ラ
マ
教

の
導
入
普
及
に
力
が
入
ら
れ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

再
び
新
京
に
帰
っ
た
際
、
将
校
一
人
、
兵
三
人
（
私
を
含

む
）
が
選
ば
れ
ソ
満
国
境
監
視
偵
察
隊
要
員
が
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。
黒
河
か
ら
さ
ら
に
東
へ
四
〇
～
五
〇
キ
ロ
離
れ
た
ブ
ラ
ゴ

エ
と
い
う
国
境
線
の
僻
地
で
し
た
。
赴
任
の
途
中
、
大
雨
で
列

車
が
運
行
出
来
ず
、
列
車
を
降
り
て
徒
歩
で
行
軍
し
た
苦
労
に

も
遭
遇
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
空
腹
を
満
た
す
た
め
満
人
に
乞

う
て
キ
ュ
ウ
リ
の
漬
物
を
食
べ
て
空
腹
を
満
た
し
、
難
行
を
続

け
て
任
地
に
赴
い
た
。
交
代
で
対
岸
の
ソ
連
領
内
の
状
況
を
看

視
を
続
け
、
将
校
の
方
が
毎
日
暗
号
電
信
で
状
況
を
送
信
す

る
。
監
視
は
極
め
て
精
度
の
高
い
望
遠
鏡
を
監
視
小
屋
の
小
さ

な
■
間
か
ら
望
見
、
監
視
を
交
代
で
続
け
る
日
課
で
し
た
。

黒
竜
江
も
こ
の
地
区
で
は
川
幅
も
広
く
、
ソ
連
の
江
防
艦

（
小
型
駆
逐
艦
）

も
時
々
航
行
し
て
い
る
の
が
視
界
に
入
っ
た
。

住
民
の
木
材
搬
出
の
筏
が
、
筏
の
上
に
小
さ
な
小
屋
を
組
ん
で

家
族
共
々
乗
せ
て
、
ゆ
っ
く
り
下
流
に
向
か
っ
て
去
っ
て
行
く

風
景
も
、
平
凡
な
監
視
業
務
に
「
変
化
」
の
楽
し
み
を
与
え
て

く
れ
た
。
四
人
の
監
視
隊
の
食
事
は
雇
わ
れ
た
満
人
の
中
年
の

女
が
担
当
し
、
こ
の
女
は
纏
足
で
幼
女
と
二
人
で
暮
ら
し
て
い

た
。黒

竜
江
は
雄
大
な
流
れ
の
大
河
で
、
そ
の
流
れ
の
一
番
深
い

所
が
国
境
線
と
定
め
ら
れ
て
い
て
、
時
々
流
れ
の
深
部
が
左
右

に
移
動
し
国
境
問
題
に
悶
着
を
生
じ
た
。
ま
た
流
れ
の
中
に
砂

金
層
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
■
が
時
々
聞
か
れ
た
。

こ
の
辺
境
の
国
境
守
備
隊
に
、
先
年
の
二
・
二
六
事
件
の
反

乱
軍
の
兵
卒
が
配
流
の
身
を
寄
せ
合
っ
て
守
備
の
任
に
当
た
っ

て
い
た
。

こ
の
辺
境
の
国
境
監
視
の
任
務
も
解
か
れ
新
京
に
帰
途
、
哈

爾
浜
市
を
経
由
し
た
。
哈
爾
浜
市
は
旧
満
州
の
小
さ
な
一
部
落

で
あ
っ
た
が
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
、
革
命
の

流
血
に
追
わ
れ
た
日
系
露
人
が
、
粛
正
の
嵐
か
ら
逃
れ
、
命
を



か
け
て
避
難
し
、
永
住
の
地
を
求
め
て
定
着
し
た
の
が
現
在
の

哈
爾
浜
の
市
街
で
あ
る
と
聞
く
。
西
欧
の
モ
ス
ク
ワ
か
ら
こ
の

遠
い
満
州
の
国
境
の
地
ま
で
、
大
シ
ベ
リ
ア
を
流
浪
の
旅
を
続

け
、
身
一
つ
に
な
っ
て
や
っ
と
安
住
の
地
の
果
て
に
落
ち
着
い

た
彼
ら
の
街
で
あ
っ
た
。

新
京
の
原
隊
に
帰
る
と
落
ち
着
か
ぬ
間
に
、
今
度
は
急
き
ょ

天
津
に
移
動
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
移
動
途
中
、
山
海
関
を
通

過
す
る
頃
、
支
那
事
変
の
発
端
を
聞
か
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
天

津
移
転
で
あ
る
こ
と
も
知
っ
た
。
そ
し
て
私
達
が
事
変
の
渦
中

に
あ
る
こ
と
も
知
っ
た
。
そ
の
夜
、
天
津
の
宿
舎
は
暴
徒
た
ち

の
襲
撃
を
受
け
驚
い
た
が
被
害
は
な
く
安
■
の
胸
を
な
で
お
ろ

し
た
。

事
変
は
発
端
後
、
日
々
拡
大
さ
れ
て
留
ま
る
所
知
れ
な
か
っ

た
。
隊
は
山
西
省
臨
汾
と
い
う
僻
地
の
飛
行
場
に
三
～
四
機
で

分
遣
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
鉄
道
は
こ
こ
で
は
狭
軌
で
車
体
も

や
や
狭
く
少
な
か
っ
た
。
臨
汾
は
太
原
の
南
方
の
小
さ
な
街
に

あ
る
飛
行
場
で
あ
っ
た
。
地
上
部
隊
も
少
な
く
整
備
も
不
十
分

で
、
共
産
八
路
軍
の
出
没
す
る
地
区
で
、
わ
れ
わ
れ
航
空
隊
の

整
備
員
も
本
来
の
任
務
の
ほ
か
に
、
衛
兵
勤
務
や
巡
察
隊
勤
務

と
、
今
ま
で
と
異
な
っ
た
任
務
が
加
わ
っ
て
日
々
の
生
活
勤
務

に
緊
張
度
が
加
わ
っ
て
来
た
。

毎
日
の
よ
う
に
付
近
の
部
落
が
共
産
匪
の
襲
撃
を
受
け
、
手

榴
弾
・
迫
撃
砲
・
小
銃
弾
等
の
銃
弾
の
音
が
耳
に
届
く
日
が
続

く
。
時
々
、
苦
力
を
使
っ
て
飛
行
場
の
滑
走
路
の
整
備
や
滑
走

路
周
辺
の
草
刈
等
も
行
う
。
ま
た
時
々
、
下
給
品
と
し
て
、
ミ
カ

ン
、
た
ば
こ
、
日
用
品
の
支
給
を
受
け
た
。
ま
た
故
郷
の
父

母
、
親
族
か
ら
慰
問
袋
の
支
給
を
受
け
懐
か
し
さ
に
涙
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
。

当
時
の
日
記

一
月
十
二
日
、
午
前
六
時
起
床
。
八
時
、
無
蓋
車
に
便
乗
、

運
城
に
向
か
う
。
途
中
の
各
駅
に
は
我
軍
の
戦
死
者
の
墓
標
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
過
ぎ
し
日
の
激
戦
地
が
し
の
ば
れ
る
。
駅
に

は
金
網
が
張
ら
れ
匪
賊
の
侵
入
、
手
榴
弾
を
防
止
す
る
の
が
目

的
だ
。

夕
方
七
時
、
運
城
着
。
同
地
の
航
空
隊
幕
舎
に
宿
す
。
運
城

は
山
西
省
の
南
端
、
塩
の
産
地
、
製
粉
工
場
あ
り
。
共
産
軍
は



我
軍
が
運
城
の
占
領
し
塩
を
押
さ
え
た
た
め
、
塩
の
入
手
が
断

た
れ
困
っ
て
い
る
と
の
こ
と
」

。

三
月
四
日
、
南
苑
飛
行
隊
に
帰
隊
、
我
々
三
年
兵
満
期
除
隊

の
話
題
が
■
に
出
る
。
現
地
除
隊
、
満
空
会
社
、
満
鉄
な
ど
話

題
に
出
る
。

三
月
十
三
日
、
血
痰
の
た
め
北
京
陸
軍
病
院
入
院
。

四
月
二
日
、
内
地
送
還
予
定
が
告
示
さ
れ
る
（
こ
の
日
の
日

誌
）
残
念
だ
。
思
え
ば
丸
三
年
、
北
満
の
原
野
に
、
ソ
満
国
境

に
、
支
那
事
変
に
出
動
、
天
津
、
南
苑
、
内
蒙
に
、
ま
た
山
西

に
黄
河
に
近
い
運
城
に
戦
線
数
百
里
、
満
期
を
目
前
に
控
え
、

今
こ
の
よ
う
な
病
気
と
な
り
内
地
に
帰
る
と
は
ま
さ
に
残
念

だ
。
俺
の
一
生
は
や
り
直
し
だ
、
あ
き
ら
め
ぬ
よ
う
全
快
す
れ

ば
ま
た
こ
の
北
支
に
来
て
働
く
。

四
月
十
二
日
、
広
島
陸
軍
病
院
灘
分
院
入
院
。

五
月
九
日
、
名
古
屋
東
練
兵
場
分
院
に
転
院
。

七
月
十
四
日
、
名
古
屋
陸
軍
病
院
下
呂
町
転
地
療
養
所
に
転

送
。九

月
七
日
、
名
古
屋
東
練
兵
場
分
院
に
戻
る
。

入
院
生
活
一
九
六
日
目
に
退
院
、
岐
阜
県
内
に
所
在
す
る

本
田
部
隊
野
田
隊
内
所
属
す
る
（
飛
行
集
団
）

。

十
月
十
五
日
、
外
泊
許
可
、
木
次
に
帰
省
。
京
都
、
東
京
等

を
見
聞
旅
行
を
楽
し
む

十
月
二
十
三
日
、
帰
隊
。

十
月
二
十
五
日
、
仙
台
に
お
け
る
航
空
部
隊
演
習
に
参
加
。

十
一
月
十
三
日
、
仙
台
演
習
終
了
、
名
古
屋
帰
隊
。

十
二
月
一
日
、
召
集
解
除
。

父
の
家
業
を
手
伝
っ
て
暮
ら
し
今
日
に
至
る
。

こ
の
日
誌
で
、
事
変
当
初
は
戦
傷
病
者
の
治
療
が
親
切
丁
寧

で
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
く
。
敗
戦
で
終
わ
っ
た
こ
の
戦
後
の
世

相
と
異
な
る
感
じ
が
深
い
。
帰
郷
後
、
家
業
の
板
金
を
業
と
し

静
か
な
老
後
を
送
っ
て
い
る
。




